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教 科 名       微分積分（Differential ＆ Integral Calculus） 

学年・学科名 
第３学年 

物質工学科 

【担当教員】（前期）常勤 竹花 靖彦 講義棟３Ｆ 内線 6368 

      （後期）常勤 下郡 啓夫 実験棟３Ｆ 内線 6367 

単位数・期間 ４単位   週４時間   通年   必修   総時間数 120 時間    

教科書など       「新版微分積分 I」「新版微分積分Ⅱ」（実教出版） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
「新版微分積分 I演習」「新版微分積分Ⅱ演習」（実教出版） 

学習到達目標：微分積分学の基本的な概念を理解し，特に初等関数の積分法に習熟する．また，偏微分と重積分

では，２変数関数の極値問題・２重積分の計算などの基本事項の理解と習得を目標とする． 

函館高専教育目標との関連： 
 (B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

学習上の留意点：授業だけではなく，自宅での継続的な学習習慣を要す．また，課題等の提出期限は厳守のこと． 

評価方法：定期試験(B)80％，小テスト(B)10％，課題(B)10％とする． 

必要とされる予備知識：本校第２学年までの数学 

関連する科目：基礎数学，微分積分(２年)，代数幾何，物理 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

導関数の応用 

いろいろな応用 

 

 

不定積分と定積分 

不定積分 

置換積分法と部分積分法 

 

いろいろな関数の不定積分 

 

定積分 

 

 

４ 

 

１ 

 

４ 

４ 

４ 

４ 

 

４ 

 

 

関数の増減を用い，関数の最大最小や不等式の証明、方程

式の実数解の個数の決定に適用できる． 

微分と速度・加速度の関係を理解する． 

 

不定積分の定義を理解し，公式を用いて積分ができる． 

置換積分法を適用して不定積分を求められる． 

部分積分法を適用して不定積分を求められる． 

部分分数分解による積分法や，三角関数の種々の公式を用

いた積分法に習熟する． 

定義を適用して定積分の計算ができる． 

★前 期 中 間 試 験 ２  

試験返却・解答解説 １  

 定積分の置換積分法・部分積分法 

 

積分法の応用 

面積と定積分 

 

 

体積 

 

いろいろな関数表示の微分法 

媒介変数表示の関数 

 

 

極座標表示の関数 

平均値の定理とその応用 

 平均値の定理 

 不定形の極限値 

４ 

４ 

 

４ 

 

４ 

４ 

 

 

２ 

 

２ 

２ 

 

１ 

２ 

置換積分法を適用して定積分の計算ができる． 

部分積分法を適用して定積分の計算ができる． 

 

定積分と面積の関係を理解し，主な曲線と x軸とで囲まれ

た図形を求められる． 

２曲線に囲まれた図形や楕円の面積を求められる． 

積分による体積の求め方を理解し，特に，回転体の体積を

求められる． 

 

媒介変数表示の意義を理解し，簡単な曲線の概形をかけ

る． 

媒介変数表示の関数の導関数を求められる． 

極座標表示の定義を理解し，簡単な曲線の概形をかける． 

 

平均値の定理の意義をグラフによって理解する． 

不定形を判別でき，ロピタルの定理を用いてその極限値を

求められる． 

★前 期 期 末 試 験   

試験返却・解答解説 ２  
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Practice in English 

David Taquet  ( )

9961

60

Pathways 1B: listening, speaking and critical thinking

English-Japanese dictionary: paper or electronic ( )

Using meaningful and authentic content, students will become active speakers and 

listeners. They will discover some interesting topics that are essential tools to understand the world we live 
in. Students will improve their communication skills in English thanks to constant interaction and 
stimulation.

E

1) To develop academic literacy skills
2) To understand and discuss global and modern topics 
3) To acquire English skills useful for academic success

� Tests: 80%. The tests will combine several activities similar to those practiced in class.
� Oral interview: 20%. Students will have a one-on-one conversation about a topic from the book.
� Bad behavior (being late, using cell phone, chatting in class) may result in lower test scores.

( ) (2 ) (2 ) (2 )

(3 )

(according to the students• abilities and needs, some adjustments might be made)

Guidance
Unit 6: Housing-A

Unit 6: Housing-B

1
6

6

To introduce the class objectives and the book
To listen to a PowerPoint presentation
To express relationships between ideas
To listen to conversation 
To role-play in the context of housing

2 Reading and listening test

Unit 7: Exploring Space-A

Unit 7: Exploring Space-B

1
6

7

To check and understand errors made in the test 
To listen and understand medical conversations
To talk about the future
To listen and understand a talk about tourism
To discuss pros and cons

Reading and listening test



Unit 8:Art and music-A
Unit 8:Art and music-B

1
6
7

To check and understand errors made in the test
To listen to and discuss ideas about photographs
To listen to a radio program
To give a group presentation

2 Reading and listening test

Unit 9: Our relationship with nature-A

Unit 9: Our relationship with nature-B

1
6

7

To check and understand errors made in the test
To Compare natural attractions
To reflect on one•s culture
To Give an individual presentation
To Form judgment

Reading and listening test

2 To check and understand errors made in the test
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教 科 名       ロシア語 （ Russian ）          学修 

学年・学科名 
第 5学年 

物質工学科 

【担当教員氏名】   非常勤    ロマン イリイン  

【教員室】      非常勤講師室 内線 6533             

単位数・期間 2単位 選択必修週 2hr 総時間数 
90時間 

(中間試験･自学自習 45hrを含む実時間) 

教科書など       
1.S.V. Koneva 著 「実用ロシア語入門」 ロシア極東国立総合大学  

2.A. ディボフスキー 北岡千夏 共著 「会話で学ぶロシア語初級」 南雲堂フェ二ックス 

補 助 教 材       

参 考 書など 
上記教科書付属のカセット・テープ、及び担当者作成の配布資料 

学習到達目標： 

簡単な会話と文章を読み取り、名詞や形容詞の格変化, 動詞の活用の変化等、ロシア語の初・中級の文法

学修を通じて、英語と違う外国語の文化的価値観を理解する。（D-1） 

ロシア語の特徴的な性格が際立つ発音練習や日常の会話練習を通して、異文化に触れる体験をする。（D-1） 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」教育プログラムの学習・教育到達目標との関連： 

 (D)社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

  (D-１)国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解できる。 

学習上の留意点： 

授業は教科書に沿って進めるので教科書を必ず持ってくること。 

授業で積極的な態度を表すこと。 

習ったことを自宅で少しでも復習すること。 

評価方法： 

評価は中間（D-1）と期末(D-1)の計4回の成績の平均とする。各期の合格点は60点以上である。 

各期の評価は試験100％の割合とする。 

必要とされる予備知識： 

関連する科目： 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

発音 
 
自己紹介・挨拶 
ロシア語の文字 

２ 

２ 

 

２ 

８ 

 

授業の進め方を理解できる。 

アクセント、母音字、子音字の発音の法則を理解し、正し

く発音できる。 
ロシア語で名前の聞き方と答え方、挨拶の表現を覚える。 
ロシア語のアルファベット(活字体と筆記体)が理解でき

る。 
★前 期 中 間 試 験   

答案返却・解答解説 

 
「これは何ですか？」・「これは…です」・ 

「…はどこですか？」・「…はここです」・ 

「…はあそこです」、 名詞の性 
名詞(単数/複数)、人称代名詞、所有代

名詞 
動詞 
 
形容詞 

 
 

２ 

 

４ 

 

 

４ 

 

２ 

 

４ 

 

 

試験問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解でき

るようになる。 

物を見ながら、ロシア語の名詞には「文法性」というのが

あることを理解できる。 
 
名詞(主格、性と数)、人称代名詞の主格、所有代名詞の変

化を理解する。 
動詞の１型と２型の基本変化の違いを理解し、使えるよう

にする。 
形容詞の性と数の変化とパターンを使用できる。 
 

 
★前 期 期 末 試 験   



答案返却・解答解説 

 
「…に住んでいる」、「…で働いてい

る」 

名詞・人称代名詞の対格、好みを表す 
 
時間の表し方 
 
 
数字 

２ 
 
２ 
 
４ 
 
２ 
 
 
４ 

 

試験問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解でき

るようになる。 

左表現を使って前置格の用法を正しく理解する。 

 

名詞・人称代名詞の対格の語尾変化を理解し、 
「…好きです」という表現をロシア語で正しく使える。 
時刻を尋ねる、時刻を言うことができる。 
 
 
数字（個数詞）の数え方を理解できる。建物や部屋、電話

番号の言い方を使える。 

★後 期 中 間 試 験   

答案返却・解答解説 

 
「私には…がある」、「私には…がない」 

「いくら？」、「…を下さい」 

形容詞+名詞 
 
「…をしよう！」 

 
 
運動の動詞、定動詞、不定動詞 
 
道具と手段を表す 
「…で」 

 
動詞の過去形、動詞の未来形 
 
 

２ 
 
２ 
 
２ 
 
２ 
 
 
４ 
 
２ 
 
 
２ 
 
 

試験問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解でき

るようになる。 

買い物で使う表現を使って生格の用法と動詞の命令形を

理解する。 
歌で形容詞+名詞の格変化を練習する。 
 
これまで学んだ表現と文法を使ってコミュニケーショ

ン・ゲームを試みる。 
 
運動の動詞。定動詞・不定動詞の用法、使い分けを理解で

きる。 
名詞の造格形を理解する。 
 
 
動詞の過去形の変化を理解し、過去のことについての訊き

方を使える。動詞の未来形の変化を理解する。 

 

★学 年 末 試 験   

答案返却・解答解説 ２ 試験問題の解説を通じて自分の間違った箇所を理解でき

るようになる。 
履修時数計 60 

(45) 
＊時間数は単位時間。 ( )内に実時間を示す。 

自学自習 

・ 予習，復習 

・ 小テスト，定期試験の準備 

計 

 

(20) 

(25) 

(45) 

自学自習時間として，理解を深めるために日常行う予習

復習時間，および小テスト・定期試験準備のための学習時

間を45時間以上確保する。 

 

 



教 科 名       中 国 語（Chinese） 学修 

学年・学科名 
第５学年 

     物質工学科 

【担当教員氏名】 常勤 鳴 海 雅 哉 

【教員室】  実験棟３階東側  内線６３６１             

単位数・期間 2単位 通年 週 2時間 選択 総時間数 90時間（中間試験・自学自習 45時間を含む実時間） 

教科書など        相原茂他著『日中いぶこみ広場 簡明版』（朝日出版社） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

指定補助教材『クラウン中日辞典 小型版』（三省堂）※他の辞書でも構わないが、授業時の

解説等はこの辞書を基準とするので、不便があるかもしれない。 

学習到達目標： 

１．近年、我が国とさまざまな分野での交流が盛んな中国の言葉の基礎を理解することができる。（D-1）※具

体的には、①ピンインの理解、②基礎的な日常会話の習得、③辞書を用いての文書理解、の３点を目標とする。 

２．言葉の学習を通して、中国の文化や歴史に興味・関心を持つことができる。（D-1） 

３．中国語を積極的に読み、書き、話し、聞く姿勢を養い、言語感覚を磨くことができる。（D-1） 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」教育プログラムの学習・教育到達目標との関連： 

（Ｄ）社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者。 

（D-1）国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解できる。 

学習上の留意点： 

１．テキスト・辞書・ノートは忘れないこと。その日の受講が非常に困難です。別忘了课本、词典！ 

２．「ノー勉」では理解・習得できません。繰り返し声に出し、紙に書きましょう。努力学习！ 

３．携帯電話など授業に不要な物を使用していた際には、没収・減点などのペナルティを与える。 

評価方法：定期試験計４回（D-1）を６０％、小テスト・課題（D-1）を４０％として評価する。  

必要とされる予備知識：第４学年修了程度の国語力。特に文法知識と漢字の力。 

関連する科目：国語（特に漢文）、国語演習 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1. ガイダンス 

2. 中国語の発音 

3. 第１課（小テスト①） 

4. 第２課 

5. 第３課 

２ 
３ 
３ 
２ 
２ 

・授業の進め方、評価方法について理解できる。 

・中国語発音の基礎を理解できる。ピンインが読める。 

・「是」の用法、挨拶文、小テスト①の内容を理解できる。 

・「的」の用法や疑問詞疑問文を理解できる。 

・動詞述語文、連動文を理解できる。 

★前 期 中 間 試 験 ２  

6. 試験答案返却・解答解説 

7. 第４課 

8. 第５課（小テスト②） 

9. 第６課 

10. 第７課 

11. 前期の復習 

１ 
２ 
４ 
２ 
２ 
３ 

・試験問題の解説を通して、間違った箇所を理解できる。 

・「想」の用法と反復疑問文、形容詞述語文を理解できる。 

・「有」の用法や復習小テスト②の内容を理解できる。 

・「过」、「要」や数詞の用法を理解できる。 

・「在」、「了」や年月日、曜日、時刻の表現を理解できる。 

・前期に学んだことを復習し、活用することができる。 

★前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 ２ ・試験問題の解説を通して、間違った箇所を理解できる。 

12. 第８課 

13. 第９課 

14. 第１０課 

15. 第１１課（小テスト③） 

16. 第１２課 

17. 第１３課 

18. 第１４課 

２ 
２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
２ 

・「从」、「往」や量詞の用法を理解できる。 

・「是～的」構文や方位詞を理解できる。 

・「能」の用法や主述述語文を理解できる。 

・「会」の用法や復習小テスト③の内容を理解できる。 

・「可以」の用法や方向補語を理解できる。 

・疑問詞の不定用法や仮定表現を理解できる。 

・「把」構文やお金に関係する表現を理解できる。 

★後 期 中 間 試 験 ２  

19. 試験答案返却・解答解説 

20. 第１５課 

21. 第１６課（小テスト④） 

22. 後期の復習 

23. 年間の復習 

１ 
２ 
３ 
２ 
２ 

・試験問題の解説を通して、間違った箇所を理解できる。 

・「还是」の用法や使役表現を理解できる。 

・「就要～了」構文や復習小テスト④の内容を理解できる。 

・後期に学んだことを復習し、活用することができる。 

・１年間で学んだことを復習し、活用することができる。 

★学 年 末 試 験   

試験返却・解答解説等 ２ ・試験問題の解説を通して、間違った箇所を理解できる。 

履修時数計 60(45) ※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

・ 予習や復習 

・ 定期試験準備 

計 

 
(20) 

(25) 
(45) 

自学自習時間として、テキストの予習復習、および定期

試験準備のための学習時間を 45時間以上用意する。 
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Human and Civilization 

3 6363

(D-1)

 
(D-1)

(D-1) (D-1)

1.

2.

3.

4.  
5.  
6.

7.
8.

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

9.

10.  
11.  
 
12.
 
13.
 
14.

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

(10) 
(10) 
(20)

 



    

 

 
  
 

    

(D-1)  
 

(D)  
(D-1)  

 
(D-1)(40%) (D-1) (40%) (D-1) 20%  

 
 

 
 

         

  
 

 
 

( )  
 

 
 

 
 

 
 
 

  

  

 ( )  
 

 
 

 
 



(A-2)

1
1

4
2
2
2

2

1
1
1
1
2
1
2
1
1
2
2

1

 



Special Lessons in Mathematics

(12.5)

 



Volunteer Work 

D 





 

 






